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「生きる力」と「確かな学力」

確かな学力

健康・体力豊かな人間性

生きる力

・知識や技能
・学ぶ意欲
・自分で課題を見付け、
自ら学び、主体的に判断
し、行動し、よりよく
問題解決する資質や能力

等



「確かな学力」を育むために

・基礎的・基本的な知識及び技能を確実に
習得させる。

・基礎的・基本的な知識及び技能を活用して
課題を解決するために必要な思考力、判断
力、表現力等を育む。

・主体的に学習に取り組む態度を養う。

・個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努め
ること。

・児童の発達の段階を考慮して、児童の言語活動など、学習
の基盤をつくる活動を充実する。

・家庭との連携を図りながら、児童の学習習慣が確立するよ
う配慮すること。

各教科等の
評価の観点

＝
授業



個別最適な学び

個別最適な学び

個に応じた指導

学習者側の視点

教師側の視点

指導の個別化

学習の個性化

Aさんはア、Bさんはイ、
Cさんはウから登って
みてはどうでしょう？

ABC

アイウ

Aさんはa、
Bさんはb、
Cさんはｃに
登ってみては
どうでしょう？ ABC

ab
c

＝

マイペースで
登りたい

速く登りたい
ゆっくり
登りたい

もう一度、別な
ルートで登りたい

もっと高い山
に登りたい

前より少し高い
山に登りたい

それぞれの能力
を考えると･･･



「個別最適な学び」実現のために

・児童の願いや思い
・資質・能力を見取る力
・学習内容の理解度

児童の
実態把握

学習評価
コミュニケーション

具体的
手立て

・ICT機器の活用
・アプリケーションの利用
・動画の活用
・ドリル教材の活用
・コンテンツの利用

指導法の
豊富さ

意欲をもって
取り組めるよう



協働的な学び

協働的な学び

探究的な学習
体験活動 等

多様な他者との協働
・指導計画
の作成

・実際の指導

一人一人の
よさ・可能性

グループで 体験活動で

地域で

多様な人々と

異学年で

学級経営の充実

多様な考えが
組み合わさり、
よりよい学びを
生み出す



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実



主体的・対話的で深い学び



教科横断的な学習

国語 音楽体育算数 道徳
総合的な学習
の時間

学習内容の関連

言語能力の育成

情報活用能力の育成

問題発見・解決能力の育成

食に関する教育の内容

環境教育の内容

（例）

＝重点的に扱う教科等

計算



家庭との連携

・漢字の書き取り
・計算ドリル

基礎的・基本的な
知識の定着

・理解度に応じた
課題の出し方

・ミニ自由研究

個別最適な学び

主体的・対話的
で深い学び

家庭学習（宿題）

意図やねらいの
説明

提出 指導



おわりに

まずは日頃の授業の充実を

指導力向上のための努力を

学び続ける教師

学力向上のために･･･


